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                                               香港：美朋有限公司 董事長 小島正憲 














































































“兆し”について ～海外最新事情～（下）  
 
（社）大阪能率協会 副会長 アジア・中国事業支援室最高顧問 
                    京都大学上海センター協力会 副会長 




































































 幸いこの項は同表題、同内容のやや詳しい地図付小冊子にまとめ、すでに当日のご出席者の方  々
には配布資料としてお渡し済ですので、詳細は小冊子をご参照下さい。又当日ご出席でなかった方々で、ご希望の
方はご遠慮なく事務局へお申出下さい。小冊子をお送りするか、メールで送信させて頂きます。同じく、本文中で
説明させて頂いた中国への諸提言、第11次5ヵ年規画（長期計画）、企業所得税法の改正法案、新労働契約法、リ
ビアの大学で講演した「世界をリードする日本の技術と産業」等のレジメも夫々余備がありますので、ご希望の方
はご遠慮なくお申出下さい。同じく送付させて頂きます。 
 このところの石油と天然ガスの高騰によりロシア経済は資源売却の一本足打法の経済乍ら、急成長しており、そ
れにつれ自動車市場も急拡大中で、京大の塩地教授のお話では、2007 年度の販売台数は257 万台（＋35%）で、そ
の内日本車のシェアーは中古車50万台を含め約50%でした。仮に、来年度も35%増とすると347万台となり、2008
年～2009年度にはドイツ（2007年度348万台）を抜いてヨーロッパ最大の自動車市場になることが確実視されてい
ます。この状況を見て、昨年12月にトヨタがサンクトペテルブルグに完成車工場を竣工させたほか、三菱自動車、
日産、スズキ、現代、フォード、GM等も進出予定です。しかし、ロシアには、外国メーカーの基準に合う部品メー
カーや、工作機械メーカー、鋳物工場等が育っておらず、日本メーカーは、当分の間、これら部品も完成車も全て
マラッカ海峡、スエズ運河経由60～70日かけて運ばねばならず、地理的に近い欧米メーカーや、シベリア鉄道も活
用している韓国や中国メーカーに比し、物流コストと日数面で不利となっています。そこで今後は、日本メーカー
もシベリア鉄道を活用した物流対策を考える筈で、すでに完成車は中・朝国境に近いザルビノ港より日本メーカー、
韓国メーカー共テスト運行を開始しているほか、部品はナホトカのボストチヌイ港から、約 1,000m に及ぶブロッ
ク・トレイン（コンテナ専用列車）を使って、いずれもシベリア鉄道経由で運ぶテストを行っています。これらは、
三井物産や近鉄エキスプレスがロシア鉄道との合弁会社等を作り営業活動をしています。昨年12月のトヨタ工場の
竣工式に参列した森喜朗元首相は、同じく参列していた当時のプーチン大統領からこのシベリア鉄道をせいぜい使
って欲しい、と依頼されたとテレビで話していました。一方、中国もこれに対抗し、1 月には北京・モンゴル・ロ
シア経由ドイツのハンブルグ港迄国際コンテナ列車を試行運行させた（15日間で到着）ほか、江蘇省の連雲港－西
安－阿拉山口－カザフスタン－ロシア－欧州への国際コンテナ列車の計画もあり、こちらは大阪のセンコー㈱が取
組んでいます。これらの大きな動きも注視しておいて頂きたいと思います。 
 本日は長時間のご静聴誠にありがとうございました。 
 
(終わり) 
 
